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•ご使用の前にこの説明書をよくお読みになり、正しくま全にお使いください。 

なお、お読みになった後は、お使いになるかたびいつでも見られるところに保管し 
て < ださい。 

•小さなお子さまび製品に触れないよう十分ごま意ください。 

※羽根や首振り機構、高さ調節機構などの可動部に触れるとけびをするおそれびあ 
ります。 

•裏表紙の保証書は必ず「お買上げ曰•販売店名」などの記入を確かめてください。 
•この製品は日本国内用ですので曰本国外では使用できず、またアフターサービスも 
でさません。 

This appliance is designed for use in Japan only and can not be used in any other country. 
No servicing is available outside of Japan. 


































安全のために必ず守ること 


誤った取扱いをしたときに生じるを険とその程度を、巧の表示で区分して説明しています。 


0 


禁止 


分解禁止 



水めれ禁止 


めれ手禁止 


A 警告 


誤った取扱いをしたときに 
死 t や重傷などに結びつく 
可能性びあるちの 


■電源コードをステップルや釘などで固定しな 
い 

•電源コードを傷つけたり、破損したり、加工 
したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ね 
じったり、たばねて适電しない 
また、物をのせたり、挟み込んだりしない 
(電源コードが破損し、义災や感電の原因にな 
0ます） 

•電源コードやプラグび傷んだりコンセントの 
差し込みがゆるいとさは使用しない 
(感電•ショート-発火の原因になります） 

• リチウム電池を幼児の手の届くところに置かな 
い 

(飲み込むおそれがありまず） 

■羽根-ガードをつけずに高さ調節ボタンを巧 
さない 

(モーター部が飛び出してけびをするおそれが 
ありまず） 

■羽根-ガード-ベースを付けずに運面しない 
(商倒したりけがをするおそれがあります） 


• 改造やお、要 lu 上の分解をしない 
(火災-感電-けがの原因になります） 


♦製品やリモコンを水につけたり、水をかけた 
りしなし1 

(ショートや感電のおそれがあります） 


I めれた手で電源プラグを抜き差ししない 
(感電のおそれがあります） 


〇 


C 

プラグを巧く 


■交流 10 0V を使用ずる 
(直流や交流20 0 V を使用すると义災や感電 
の原因になります） 

• 電源プラグについたほこりは意掃する 
(ほこりが付着すると漏電义災の原因になります） 
■電源プラグはがたつきがないよう刃の根元ま 
で確実に差し込む 

(差し込みびゆるいと感電や义災の原因になり 
ます） 

• 包装用ポリ袋は幼旧の手の届かないところに 
保管する 

(誤ってかぶったとを窒息し死 t するおそれが 
あります） 

• 製品の組立ておよびお手入れは取扱説明書适 
りに行う 

邸品がはずれてけがをずるおそれびあります） 
•異常.故障時には、直ちに使用を中止ずる 
(そのまま使用すると発煙•発火•感電-けが 
に至るおそれがありまず） 

〈異常.故障例〉 

-電源コードやプラグび異常に熱い 
-電源コードに深いキズや変形がある 
-首振り運転中やコードを動かすと通電した 
りしなかった0する 
-焦げくさい臭いがする 
-ビリビ U と電気を感じる 
-スイツチを入れてち動かない等 
※ずぐに電源プラグを巧いて販売店へ点検、 
修理を依巧ずる。 


I お手入れの際は必ず電源プラグをコンセント 
か6抜< 

0■電状態では感電やけがをすることびありま 
す） 



を章! 

误つた取扱いをしたときに 
寒害または家屋-家財など 
の損害に結びつくもの 


r - 

を 

心 


\ 

• 本製品は一般家庭用でず。つざのところでは使わない 
温室、ビニール;りスなど湿度の高し化ころ、雨や水しぶ 
きのかかるところ、室外や40なソ上の高溫こなるところ、 
ガスレンジなど炎の近く、細まこりや蝴まこりのをしたころ、 
南に1 0° CU 下になる低温なところ、弓1义性ガスのあると 

0 

接触禁止 

• ガードの中や可動部へ指や物などを入れない 
(けがをするおそれがあります。とくにルさな 
お子さまにはご注意ください） 

•をガードに顔を近づけない 
(髪の毛が羽根に巻き込まれるおそれびありまず） 

ころ、工場内など油のつきやずいところ、ち機溶剤を使用 
しているところ、直射日光等、強し傑か線の当たるところ 
(感電-义災-破損-故障のおそれがあります） 
•風を長時間、か5だにちてない 
(健康を害することびあります） 

• カーテン-障害物のそばやすを定な場所では使用しない 
(転倒や転倒による部品の破損により、けがを 
するおそれびあります） 

•製品を引きず5ない 
(床に傷が付くおそれびあります） 

• 製品組立て状態での輸送は巧わない。輸送ず 
る際は箱に収納する 

(製品-部品が破損するおそれびあります） 
•スライドパイプに油などをつけない 
り くイプび急に下降して、けがをするおそれがあります） 

〇 

指の II がい 
必ず巧つ 

■本体に異常な振動が発生した場合は、使用を中 
止ずる 

(羽根やガードがはずれて落下し、けがをする 
おそれびあります） 

•電源プラグを巧くときは、電源コードを持たず 
におず先端の電源プラグを持って引き巧く 
(感電やショートして発义することがあります） 
•取りはずし-組立て-お手入れの際は手袋を着 
用ずる 

(着用しないとけがをずることびあります） 

C 

プラグを抜< 

•使用時な外は、電源プラグをコンセントか6 
抜く 

(けびややけど、絶縁劣化による感電-漏電乂 
災の原因になります） 
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各部のなまえと組立てかた 


この製品は、羽根、ガードび組立て5れて姻包されていまず。 
必ずベースを組立て てから ご使用ください。 

〈各部のなまえ〉 

後ガード 
首振りつまみ 


モーター 部 

スライドパイプ 

高さ調節ボタン. 
リモコンフック 
スタンド 


ベース 


ベース脚 



■付属部品 

リモコン 

滲 

-A 


U チウム電池 
( CR 202己） 



化 


ベースをつけずに運転しない 

( 転倒してけびをするおそれびあります） 


rA ミ主意 


取りはずし-組立ての際は手袋を着用する 

(着用しないとけびをすることびあります） 


電源コードは巧面と 
ベース脚で挟まない位 
置に出してください 


•a 距 1— 

製品を箱から出す際は、ベースを取り出した後、 
ホルダーの取っ手とスタンド支柱部を持って製 
品本体を取り出してください。（ガード等を持 
つて取り出すと変形-破損することがあります） 


〈ベースの組立てかた〉 


ベース 
製品本体 
スタンド 

スタンド固定 
ナツト 


系ミが 


モーター 部 



.モーターホルター 
取っ手 


①スタンドの固定ネジ部にあ 
るスタンド固定ナットをは 
ずす。（左に回す） 


スタンド固定ナット 


©電源コードをベースの長巧に通 
し、スタンドのツメ巧にベース 
のツメを引っ掛け、ベースの丸 
巧に固定ネジ部び入るよラ静か 


にスタンドをベースにはめ込む。 


ツメ巧 



丸か 


'ベース 


③ スタンドとベースの連結びはずれない 
よラにゆつ < りと横向さにする。 

④ 固定ネジ部をスタンド固定ナツトでネ 
ジ山を合わせてかたむきのないよラ 
にしっかり固定する。 

⑤ 電源コードをフックに引っ掛ける。 



スタンド 


固定ネジ部' 


シマル 


スタンド 
固定ナット 
(もに回す） 
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使いかた 


REMOTE CONTROL 


を ■! りプム I 


一送信部 


私マ-1 

L 入/助 I 


MITSU 团 SHI 
RS-006 


タイ 7- 


リズム 


風量 




入/の 


ぶ- 


-受信部 


運転をずる 


A ミ主意 


♦ガードの中や可動部へ指や物などを入れない。(けがをするおそれがあります。とくにルさなお子さまにはご注意ください) 
•後ガードに顔を近づけない。（髪の毛が羽根にきき込まれるおそれがあります） 


電源プラグを差し込む 


※電源プラグを差し込むと r ピッ」と音び鳴ります。 


メモ > 電源プラグびコンセントに差し込まれているときは、運転を停止していても操作部-スタンドの一部 
び暖かくなります。電子回路の待機時消費電力(約0.已 W ) によるちので故障ではありません。 


リモコンに電池を入れる 


付属のリチウム電池に R 202已)を入れる 

①裏側の巧にお持ちのボールペン等を差し込み矢印の方向にスライ 
ドさせた状態で、 

③ホルダーを引さ出す。 

③ ホルダーに U チウム電池の®を上側にしてのせる。 

④ 電池をのせたホルダーを「カチン」と音びするまで巧し込む。 

• 電池は必ずホルダーにのせてか5差し込んでください。 
U 地* ^ •指定に I がの電池は入れないでください。 

• リモコンは落下など強い衝撃を加えないでください。 


ボールペン等 


リチウム電池 



運乾する 


運転表示部を確認しなが5操作する。 

《ボタンを巧すたびに本体から r ピッ」と音び鳴ります。 

※本体操作部と U モコン操作部のボタン機能は同じです。 
※リモコン操作は送信部を受信部に向けてボタンを巧します。 
《ボタンの操作は中央部を押してください。 

ボタンの端を押すと操作できないことびあります。 


r メモリー機能) 

停止後、再運転する際、前の運転状態で運転する機能です。 

♦おやすみタイマーはメモ U —されません。 

• 運転中に停電したり、電源プラグを抜いたとさはメモ U —び解除され、再運転時はベビー運転になります。 

本体操作部 運転表示部 リモコン操作部 


入/切ボタンを巧す。 

※巧すたびに運転の入/切び切り換わります。 

※はじめに入/切ボタンを巧さないと他のボタン操作はでさません。 

※ U モコンは指でボタン中央部を巧してください。 

ボタンの端を巧したり、つめの先などで巧すと操作でさないことびあります。 
また破損の原因になることびあります。 
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使いかたつづき 


風量を切り換える 


風量ボタンを巧すごとに切り換わる。 

—►■ベビ-^中—^強 — I 

※ベビーは中より弱い連続風です。 


リズム風を使う 


リズムボタンを押す。解除するときはもう一度巧す。 

1」ズム風運転中はベビー•中-強のいずれかのランプび点滅します。 

※ U ズム風は自動制御で風量の変化をつけた風です。 

※リズム風は運転と停止を繰り返しているため、ときおり羽根び止まることびありますび、故障ではありません。 


おやすみタイマーを使う 


タイマーボタンを巧すごとに切り換わる。 
運転表示部を確認しなが5操作する。 


•時間の経過とともに風量-タイマーランプび移り変わり、 
運転状態を表示します。 

• タイマー運転中に風量切り換え、または U ズム風操作を 
してちタイマー残り時間は維持されます。 

•セツト時間び終わると、表示ランプび消え自動的に運転 
び停止します。 

♦タイマー時間は目安です。 


※おやすみタイマーは時間の経過に伴い風量び図のよラに 
自動的に切り換わる機能です。 


A ミち意 


風を長時間か5だにあてない 

( 健康を害することびあります） 


タイマー 

1—1 時間—2時間—4時間-巨時間—セット解除1 

(ランプ消打） 


風量 
強 

I 

中 

I 

ベビー 

I 

切 














:強運転時 
:中運転時 
:べビ-壓骗 


経過時間 


rr 綱識時 I 10 分吕〇分3□分 1 時間 
に綱誠時 I 吕〇分40分1時間 2時間 
|4綱誠時| 4□分80分吕時間 4時間 
邮間識時 I 1時間吕時間3時間 巨時間 


リモコン操作可能範囲 


• 受信部か5約 4 m 、 正面を中むに左もに約60度 m 内です。 
※送信部が床面に近いときは上記範囲でも操作できない場 
合があります。 

•感度が悪くなった場合は新しいリチウム電池（市販品： 
CR 202已）に人れ換るる。 


■次のところではリモコン操作びできないことびあります。 

• 本体受信部と U モコンの間に障害物があるところ。 

•インノ（ーター照明器具または、電子瞬時点な照明器具を使用し 
ている部屋。 

•本体の受信部に直射日光等の強い光が当たるところ。 
•テレビの近くなど電磁波の影響を受けやすいところ。 



停止する 


入/切ボタンを巧す。 


—己一 
















































































使いかたつづき 


首振り運転をする 



首振りつまみ 
•上に引くと停止 
-下に巧すと首振り 


已高さを調節する 


高さ調節ボタンを巧し、取っ手を持って上下させる。 
•最下部-中間2か所-最上部の合計4か所で□ッ 

々スキ丰す 

それながは自由に上下できます。 



取っ手 


6風向きを変える 


スタンド部を軽く押さえて、モーター部を上下-左ちに動かす。 
操作時に「カチカチ」と音びします。 


•上下角度調節 

上向きに2段階、下 
向きに]段階風向き 
を変えることびでさ 
ます。 


♦首振り中むの調節 

スタンド正面を中む 
に左ちそれぞれ2段 
階、2已 D まで首振 
り中むをず5すこと 
びでさます。 




7リモコンの収納 


スタンド後部のリモコンフックにリモコンの穴を 
引っ掛ける。 


U モコンフック 



8コードの収納 


収納時はコード入れに納める。 



9持ち運び 


モーター部を下に巧し下げ、パチンと音がしてスラ 
イドパイプが□ックしたことを確認してか5取っ手 
を持って持ち運ぶ。 

•持ち運びは必ず運転停止状態で行ってください。 
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お手入れと保管 



ガード止めナット 
(左に回す) 


①前ガードはクリップを図のように 
おこし、ガード巧を親指で支え、 
ツメ部を手前に引くようにしてガ 
-ドをはずす。（クリップを引っ張 
ると破損するおそれびあります） 


ガー 



②スピンナをちに 
回してはずす。 


③羽根は円筒部分を両手 
で持ち、モーター軸を 
親指で押さえなが!5は 
ずす。（高温を意） 



•ミちれは、めるま湯か中性洗剤に浸した柔らかい巧をかたくしぼってふさ、さ!5に乾いた柔らかい巧で洗剤が残!5 
ないようにふを取る。 

• モーター部のほこりは掃除機等で取る。 

※可動部（モーター、首振り機構部など）へのを油の必要はありません。 

>肖距 1— 

•お手入れに下記の;'容剤-洗剤を使用しないでください。 

シンナー、アルコール、ベンジン、ガソリン、灯油、スプレー、アルカ U 洗剤、化学ぞうさんの薬剤、クレンヴー 
等けんま材入りの洗剤傻質-変色の原因になります） 

•危険防止のため、羽根に貼り付けてある「羽根マーク」は取!5ないでください。 

• スプレー〈掃除用、殺虫用、整髪用など〉をかけないでください。（破損•変質の原因となります） 

•お手入れの際、羽根-ガード等に強い衝撃を与えないでください。（破損するおそれがあります） 

•運転直後はモーター軸が高温になつていますので、お手入れは運転停止後3□分程度待ってか!5行ってください。 

〈お手入れ後の組立てかた〉 


①後ガードの切欠部をツメに引③後ガードにがたつき ③ピンに羽根のみぞを倒を力-ドの刚こ合わせて撕する 



警告-江后、 


頁 口- 

/~ / • \ -^ 

•羽根-ガードをつけずに高さ調節ボタンを巧さない 

( モーターび飛びだしてけびをするおそれびあります） 

•お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから巧く 

( 通電状態では感電やけびをすることびあります） 

•取りはずし-組立て-お手入れの際は手袋を着用する 

( 着用しないとけびをすることびあります） 



〈お手入れ〉 


青ドし 
で-回 
しガに 
ず、左 
ホホを 

対封卜 〇 
ド易ツす 
-るナず 
ガすめは 
後掃止て 


































































































お手入れと保管つづき 


〈保管〉 

[箱に収納する場合 


1. スタンド固定ナツトをゆるめてスタンドか5ベースをはず 
す。（スタンド固定ナツトはスタンドに締め付けておく） 
(3 ページ r 各部のなまえと組立てかた」参照） 

2. 製品本体をポリ袋（大）2枚をそれぞれモーター部と 
スタンドにかぶせる。 

3. モーター 部に モーター ホルダーをかぶせる。 

• モーター部を正面に向けて収納してください。 

正面に向かない場合は、首振り運転させて向けてください。 


4.モーターホルダーの取っ手と支は部を持って収納する。 
己.ベースをポリ袋（ル）に入れて収納する。 

6. リモコンを収納する。 

※湿気の少ないところに保管する。 



箱を使わずそのまま収納する場合 


'A ち- 

•ベースをつけずに運転しない 

( 転倒してけびをするおそれびあります) 


- A を意- 

• 製品組立て状態での輸送は行わない 
輸送する際は箱に収納する 

(製品-部品び破損するおそれびあります) 



本製品はベースを取りはずし、スライドパイプに引っ掛けることで約 19 cm の幅で 


押し入れ等に収納することができます。 

1. 製品を横向きに倒して電源コードを収納し、 
スタンド固定ナットをゆるめてスタンドから 
ベースをはずす。 

(スタンド固定ナットはベースをはずした後、 
スタンドに締め付けておく） 

2. モーター部を正面に向けてスタンドを立たせ 
る。 

3. ベース裏側のベースホルダー先端を矢印の方 
向に押さえてツメか6はずし、約日0°の位 
置まで回転させる。 

4. ベースをスタンドの横からガードとの間に入 
れ、ベースホルダーをスライドパイプに引っ 
掛け、静かに下に降ろす。 

己.リモコンをリモコンフックに引っ掛ける。 





















































r 故障かな？」と思った5 


次のような症状があれば点検してください。 

(3 ぺージ「各部のなまえと組立てかた」、4〜巨ぺージ r 使いかた」、7 .8 ぺージ「お手入れと保管」参照） 
点検処置をしても直 5 ない場合、または下記じ(外の現象び生じた場合は電源プラグを巧いて販売店に 
点検-修理を依頼してください。費用については販売店と相談してください。 


こんなとさ 

原 因 

点お-処置 

運転しない > 

電源プラグが抜けていませんか> 

電源プラグをコンセントに確実に差し込む 

リモコンで操作で\ 
をない / 

電池がちくなつていませんか〉 

新しい電池に入れ替える 

@0が逆になつていませんか S 

電池の向さを正しく入れる 

距離が遠すざませんか > 

受信範囲内で操作する 

受信部が巧れていませんか^ 

巧れを取り除< 

運転中に異甫音や\ 
振動がある / 

羽根にガード、ガード止めナ\ 
ットが当たつていませんか/ 

ガード止めナットを緩みのないよラに正しく 
確実に締め付ける 

後ガードの向きは正しく取付\ 
けられていますか / 

後ガードを正しい方向に取付ける 

スピンナ、ガード止めナットが\ 
確実に締め付けてありますか/ 

緩みのないよラに正しく確実に締め付ける 

卜夕-部分編に肌、> 

ほこりがたまつていませんか\ 

ほこりを取り除く 

操作部•スタンドの\ 
—部が暖かい / 

電子回路の消費電力によるもので故障ではありません 

羽根がときどき止\ 
まな / 

リズム風ではありませんか\ 

リズム風は運転と停止を繰り返しているため、 
ときおり羽根が止まることがありますが、故障 
ではありません 

首振りが左または\ 
もに偏る / 

首振り中むの調節によるもの\ 
ではありませんか ノ 

首振り中むの調節を行ラ 



(強運転の場合) 


形名 

電圧 

( V ) 

周波数 

( Hz ) 

消費電力 
( W ) 

最大風速 
( m / s ) 

風量 
( m 3/ h ) 

首振角度 
胺） 

質量 

( kg ) 

コードの長さ 
( m ) 

R 30- RK ( A ) • ( W ) 

100 

50 

30 

2.9 

2200 

85 

4.0 

1.9 

60 

34 

2.8 

2150 


※運転停止状態で電源プラグびコンセントに差し込まれているときの消費電力は約0.已 W です。 
(電モ回路び操作を受付けるために必要な電力です） 
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長期使用製品安全表示制度に基づ < 本体表示について 


* 本体への表示内容 

※経年劣化により危害の発生び高まるおそれびあることをま意喚起するために電気用品安全 
まで義務付けられた(下の内容の表示を本体に行っています。 


【製造年】（本体に西暦4巧で表おしてあります） 

A 

【設計上の標準使用期間】12年 

設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、経年劣化による発义 • 

けび等の事故に至るおそれがあります。 




(設計上の標準使用期間とは） 

♦運転時間や温湿度など、標準的な使用条件（下表による）に基づく経年劣化に巧して、製 
造した年から安全上支障なく使用することびでさる標準的な期間です。 

•設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また、偶発的な故障を保証する 
ちのでちありません。 


■標準使用条件 （曰本電機工業会自主基準 HD -1] 6-3 による) 


大項目 

中項目 

ル項目 

備考 

環境条件 

電圧 

単相 ] QQV 

機器の定格電圧による 

周波数 

已 OHzaS ぶび巨 OHz 


温度 

30む 

JIS C 96 0] 参照 

湿度 

6己％ 

設置条件 

標準設置 

取扱説明書による 

負荷条件 


定格負荷（風速） 

仕様 （ P .9) による 

想定時間等 

1曰あたりの使用時間 

8 ( h / 日） 


1曰使用回数 

已（回/日） 

] 年間の使用曰数 

110 (日/年） 

スイッチ操作回数 

已已〇 (回/年） 

首振運転の割合 

100 ㈱ ） 


(停年劣化^ド） 

長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。 
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保 IE とアフターサービス 


西日本フ□ントセンター 


関東 
甲信越 


東巧 
巧奈川 
千葉 
規城 
埼玉 
栃木 
群馬 
山梨 
新漏 
長野 

施田地区を除く) 


長野 

(飯田地区） 


東日本フ□ントセンター 


西日本フ□ントセンター 


東海 


静岡 


東日本フ□ントセンター 


北海道 

北海道 

ま日本フ□ントセンター 

東•化 

宮城 


青森 

青森 （017)773-8381 
八戸 （0178)28-8544 


岩手 

盛岡 （019)637-7454 
水が （0197)25-4511 


が;田 

か；田 （018)865-4471 
横手 （0182)32-1785 
大館 （0186)42-2781 


山お 

山あ （023)624-0018 
鶴岡 （0235)24-6161 


福島 

郡山 （024)959-6543 
会津 （0242)27-4426 
原町 （0244)24-2842 
し化き （0246)26-1822 


関西 

大阪/奈良 

和歌山/ 

ち庫/京都 

滋賀 

西日本フ□ントセンター 

中国 

広島/山口 

島根/鳥取 

岡山 

四国 

香川/徳島 

高知/愛媛 

九州 

沖縄 

福岡/化賀 

東日本フ□ントセンター 

長崎 

長崎 （095)834-1116 
佐世な (0956)30-7740 

熊本 

熊本 （096)380-0211 
八代 （0965)33-5173 

大分 

大分 （097)558-8803 

宮崎 

直崎 （0985)56-4900 
延岡 （0982)21-3540 

鹿巧島 

唐旧島（099)260’2421 

沖縄 

巧縄 （098)898-3333 


•ま日本/西日本フ□ントセンター 

フリーダイヤル 

阻0120 -56-8634 

rn インターネット， . (無料) 

isL www.melsc.co.jp 

♦所在巧、電話ま号などについては変更になることがちりまずので、あ6かじめご了承願いまず。 K 08 A 


携帯電話- PHS • IP 電話の場合 

東日本フ□ントセンター 
FAX (03) 3424-1115 (有料） 

(03) 3424-1111 

馆料> 

西日本フ□ントセンター 
FAX (06) 6454-3900 苗料） 

(06) 6454-3901 


アフターサービスは、お買上げの販売店かお近くの「兰菱電機修理窓□•ご相談窓口」にご相談ください C 

ご相談窓□•修理窓□のご案内 (家電品） 



•お買上げの販売店にご依頼できない場合 
(転居や贈答品など）は、 

へお問い合わせください。 


き•奋口 


■お巧させな□におけるお客さまの個人情巧のお取日巧いについて 

兰菱電機株式会社は、お客さまからご提巧いただをました個人情報は、下記のとおり、 
お取り扱いしまず。 

1. お問合わせ（ご巧頼）いただいた修理•保守-工事および製品のお取り扱いに 
関連してお客さまよりご提供いただいた個人情報は、本目の並びに製品品質- 
サービス品質の改善-製品情報のおミ日らはに利巧します。 

2. 上記利用目的のために、お問合わせ（ご依頼）内容の記録を残ずことがあります。 

3. あ5かじめお宮さまか6ご了解をいただいている場をなび下記の場合を除き、当社 
むがの第云ちに個人情報を提供-開示ずる事はありません。 

①上記利用目的のために、興社グループ会社-協力会社などに業務雲託ずる場合。 
擅法令等の定める規定に基づく場合。 

4. 個人情報に関するご相談は、お問合せをいただをました窓口にご連絡<ださい。 


ご相談•杳口賴品の購入相談•臟ぃ方法 

受付時間3日已日24時間 

t 



•兰菱電機お客さま相談センター 

■ - ■ 全国どこか日でもおかけいただけるフリーコール 

1^0120-139-365 

いつをサンキュ - 365日 


フリーコール 


携帯電話- PHS • IP 電話の場合 

兰菱電機お客さま相談センター 

干 154-0001 

まを都世田を区地尻 3-10-3 

FAX (03) 3413-4049 (ち料） 

(03) 3414-9655 

馆料） 


■ご相談対応平日 9 : 00-19 : 00 

±•日•祝•薛社休日9: 00〜17: 00 

上記かの時間は受付のみ可能でず。 


修理な口 家電品の修巧の巧合は • 修理の巧巧 


受付時間365日24時間 


SI 


巧富福 


陸 






















































保証と アフターサービスつづき 


補修用性能部品の保有期間について 

•当社はこの兰菱扇風機の補修用性能部品を、製造巧切り後8年保有しています。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

保証（保証書）について 

•保証書は、所定の事項の記入および記載内容をご確認いただき大切に保管してください。 
•保証期間は、お買上げ曰か！51年間です。保証書の記載内容によりお買上げの販売店が修理致します。 

その他詳細は、保話書をご覧ください。 

♦保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。 

※ダウン□ー ド版は保証書を削除しています。 


侵情点検1 

合長年ご使用の扇風機の点検を！ 

の 

ご使用の際 
このよラなことは 

あ0ませんか。 

•スイッチを入れてを羽根び回転 
しない。 

• 運乾中に異常音や振動びする。 

• 回転び遅いまたは不規則。 

• こげ臭いにおいびする。 
•モーター部び異甫に熱い。 

► 

使用 

中止 

故障や事故防止のため、 
電源プラグをおいて販売 
店にご連絡ください。 

点検-修理に要する費用 
は販売店にご相談くださ 
い。 


f お客さま 
メモ 

サービスを依 
頼されるとき 
便利でず。 

形 名 


お買上げ年月曰 

年月 曰 

お買上げ店名 
(住 所） 

(電話番号） 

( ) 


この製品には地球環境保護の一環として再資源化びできるように主なフラスチ 
ック部品に材質名を表示しています。「材質名はま材料にに0規定の略号を使用」 


人王菱電機株式会社 

販売元株式会社兰菱電機ライフネットワーク 

干13已-8071ま京都江ま区有日月 3-1-2 吕 （ TFT ビル東館 7 F ) 
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